
Cisco Prime Infrastructureの概要

ここでは、次の内容について説明します。

• Prime Infrastructureの構成（1ページ）
• Prime Infrastructureを使用する前に完了しなければならないタスクのセットアップ（2
ページ）

•ログインおよびログアウト（3ページ）
•パスワードの変更（4ページ）
•メインウィンドウコントロールの使用（4ページ）
•デフォルトのホームページの変更（4ページ）
•ダッシュボードのセットアップと使用（5ページ）
•ダッシュボードを使用したネットワークヘルスのトラブルシューティング（18ページ）
•別の仮想ドメインで作業する（26ページ）
•ジョブダッシュボードを使用したジョブの管理（26ページ）
• Cisco Prime Infrastructure機能の拡張（28ページ）
•最新のインベントリに存在をチェックマニュアル（28ページ）

Prime Infrastructureの構成
Prime InfrastructureのWebインターフェイスはライフサイクルワークフローで構成され、次の
表に示すようなハイレベルのタスクエリアがあります。このマニュアルは、同じ一般的なマ

ニュアルの構成に従います。

サードパーティ製のブラウザ拡張機能を有効にしないことを強くお勧めします。InternetExplorer
では、[ツール（Tools）] > [インターネット（Internet）]オプションを選択して、[詳細設定
（Advanced）]タブで [サードパーティ製のブラウザ拡張を有効にする（Enable third-partybrowser
extensions）]チェックボックスを選択解除することで、サードパーティ製のブラウザ拡張を無
効にできます。

注意
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表 1 : Prime Infrastructureのタスク領域

使用者説明タスクエリア

ネットワークオペレータおよび

ネットワークエンジニア

ダッシュボードは、デバイス、パフォーマンス情報、およびさ

まざまなインシデントのクイックビューを提供します。

ダッシュボード

ネットワークエンジニア、設計

者、およびアーキテクト

日単位でネットワークをモニタし、ネットワークデバイスイン

ベントリと設定管理に関連する他の毎日の操作または臨時の操

作を実行します。[モニタ（Monitor）]タブには、毎日のモニタ
リング、トラブルシューティング、メンテナンス、および操作

に必要なダッシュボードとツールが含まれています。

モニタ

（Monitor）

ネットワークエンジニア、設計

者、およびアーキテクト

設計機能またはデバイスパターン、あるいはテンプレート。[設
計（Design）]エリアでは、設定テンプレートなど、再利用可能
な設計パターンを作成できます。事前定義されたテンプレート

を使用することも、独自のテンプレートを作成することもでき

ます。パターンとテンプレートはライフサイクルの展開段階で

使用されます。また、プラグアンドプレイプロファイルとモ

ビリティサービスを設計することもできます。

設定

（Configuration）

ネットワークエンジニア、NOC
オペレータ、サービスオペレータ

デバイスの追加、ディスカバリの実行、ソフトウェアイメージ

の管理、デバイスアーカイブの設定、デバイスでの設定変更の

監査など、すべてのデバイス管理操作を実行します。

インベントリ

ネットワークエンジニア、NOC
オペレータ、サービスオペレータ

ネットワークトポロジおよびワイヤレスマップを表示します。マップ

ネットワークエンジニア、NOC
オペレータ、サービスオペレータ

モビリティサービス、Application Visibility and Controlサービ
ス、および IWAN機能にアクセスします。

サービス

ネットワークエンジニア、NOC
オペレータ、サービスオペレータ

レポートの作成、保存したレポートテンプレートの表示、スケ

ジュール設定されたレポートの実行を行います。

レポート

ネットワークエンジニアシステムコンフィギュレーションの設定とデータ収集の設定を

指定し、アクセスコントロールを管理します。ジョブの表示と

承認、ヘルスルールの指定、およびライセンス管理を行うこと

ができます。また、ソフトウェアアップデートの実行とハイア

ベイラビリティの設定を行うこともできます。

管理

（Administration）

PrimeInfrastructureを使用する前に完了しなければならな
いタスクのセットアップ

機能を使用するには、管理者が次のタスクを完了する必要があります。
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表 2 :セットアップタスクと参照

詳細については、次を参照してください。Prime Infrastructureを使用する前に完了するタスク

『Prime Infrastructure Administrator Guide』
の「Server Setup Tasks」

Prime Infrastructureサーバのセットアップと設定を
行います。

デバイスの追加と整理デバイスとネットワークの管理を簡素化するため

に、デバイスをに追加してデバイスグループを作

成します。

デバイスおよびネットワークの健全性と

パフォーマンスのモニタ

ネットワークで使用されるインターフェイスとテ

クノロジーのモニタリングを有効にします。

アラームとイベント管理の設定展開に合わせアラームとイベントの動作（アラー

ムやイベントの更新頻度、電子メール、トラップ

レシーバなど）をカスタマイズします。

ログインおよびログアウト
GUIにログインするには、Webブラウザのアドレスフィールドに次のように入力します。
server-ipはサーバの IPアドレスです。

https://server-ip

ネットワーク構成によっては、初めてブラウザをWebサーバに接続するときに、サーバのセ
キュリティ証明書を信頼するようにクライアントブラウザを更新する必要があります。これに

より、クライアントとWebサーバ間の接続のセキュリティが保証されます。

ログアウトするには、ウィンドウの右上にある をクリックし、LogOutを選択します。

ユーザとそのユーザが実行できる操作については、次を参照してください。

• Prime Infrastructureで CLIユーザインターフェイスを切り替える方法：さまざまな CLI
ユーザアカウントを含む、でサポートされているすべてのユーザクラスについて説明し

ます。

•ユーザグループのタイプ：Web GUIユーザが毎日実行できる機能を制御できるユーザグ
ループメカニズムについて説明します。ユーザインターフェイスで表示できるものと操

作できるものは、ユーザアカウント権限によって制御されます。このトピックでは、デバ

イスのロールベースアクセスコントロール（RBAC）を管理する仮想ドメインメカニズ
ムについても説明します。
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パスワードの変更
パスワードは、 Prime Infrastructureウィンドウの右上にある をクリックし、[パスワードの
変更（Change Password）]を選択することによって、いつでも変更することができます。情報
アイコンをクリックして、パスワードポリシーを確認します。

メインウィンドウコントロールの使用
タイトルバーの左上には、次のコントロールがあります。

[メニュー（Menu）]ボタン：左側のメインのナビゲーションメニューを切り替
えます（左側のサイドバーメニューとも呼ばれます）

[ホーム（Home）]ボタン：ホームページ（通常は [概要（Overview）]ダッシュ
ボード）に戻ります。

タイトルバーの右側には、使用しているユーザ名と仮想ドメインが表示されます。仮想ドメイ

ンは、デバイスの論理的なグループです。仮想ドメインは、ネットワークのデバイスや領域に

アクセスする人物を制御するために使用されます。割り当てられている仮想ドメインを切り替

えるには、別の仮想ドメインで作業する（26ページ）を参照してください。

Web GUIのグローバル設定ボタン：ログアウト、パスワードの変更、Cisco.com
のアカウントプロファイルの表示、GUI設定の調整、Cisco.comのサポート事例
の確認、オンラインヘルプの起動

タイトルバーの右側の をクリックすると、ウィンドウ設定メニューが開きます。

最後に、[アラームのまとめ（Alarm Summary）]には、ネットワーク内のアラーム数が視覚的
に示されます。色は最も重大度の高いアラームを示します。

[アラームのまとめ（AlarmSummary）]：指定したカテゴリのアラーム数が
視覚的に表示されます。この領域をクリックすると、[アラームのまとめ
（Alarm Summary）]ポップアップウィンドウが開きます。

デフォルトのホームページの変更
次のタスクを実行したときに、どのページが表示されるようにするかを指定できます。

• Web GUIタイトルバーの左側にある をクリックしたとき

• Prime Infrastructure Web GUIにログインするとき

この設定はユーザ単位で保存されます。この設定は、他のユーザに影響を与えることなく、い

つでも変更できます。
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ステップ 1 希望のページが表示されている状態で、 Prime Infrastructure Web GUIの右上にある をクリックします。

ステップ 2 [現在のページをホームとして設定（Set Current Page as Home）]を選択します。

ダッシュボードのセットアップと使用
ダッシュボードには、ネットワークにおける最重要データの概要が表示されます。これらは、

ステータス、アラート、モニタリング、パフォーマンス、レポートの情報を提供します。ユー

ザにとって重要な情報のみが表示されるように、これらのダッシュボードをカスタマイズでき

ます。デフォルトのホームページとして [ネットワーク概要（Network Summary）]ダッシュ
ボードを設定することをお勧めします。そうすれば、ログイン後にこのダッシュボードが表示

され、何かを実行する前に、ネットワーク全体の健全性をすばやく確認できます。デフォルト

のホームページとしてダッシュボードを設定するには、デフォルトのホームページの変更（

4ページ）を参照してください。

以下のダッシュボードを使用して、ネットワークをモニタしたり、管理したりします。

• [ネットワーク概要（Network Summary）]ダッシュボード：ネットワーク全体の健全性を
確認します。ネットワーク概要ダッシュボードを使用したネットワーク全体の健全性の確

認（8ページ）を参照してください。

• [ワイヤレス（Wireless）]ダッシュボード：ワイヤレスセキュリティ、メッシュ、CleanAir、
ContextAwareネットワーキングに関する詳細を含むワイヤレス情報を提供します。

• [パフォーマンス（Performance）]ダッシュボード：特定のデバイスやインターフェイスの
パフォーマンスを確認します。[パフォーマンス（Performance）]ダッシュボードを使用し
て、特定のデバイスまたはインターフェイスのパフォーマンスをチェックする（11ペー
ジ）を参照してください。

• [データセンター（Data Center）]ダッシュボード：データセンターに関する情報が表示さ
れ、コンピューティングおよびホストのリソースに関する個別のタブがあります。

管理者権限を持つユーザは、次のダッシュボードも使用できます。

• [ライセンス（Licensing）]ダッシュボード：『Cisco Prime InfrastructureAdministratorGuide』
の「View the Licencing Dashboard」セクションを参照してください。

• [ジョブ（Jobs）]ダッシュボード：ジョブダッシュボードを使用したジョブの管理（26
ページ）を参照してください。

次の点に注意してください。

•ダッシュボードウィンドウの各部分の説明およびダッシュボードフィルタの使用方法に
ついては、ダッシュボードの使用方法（6ページ）を参照してください。
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ダッシュボードの使用方法

次の図に、ダッシュボードウィンドウの主要な部分とそれらの調整に使用可能なコントロール

を示します。

表 3 :ダッシュボード要素

ダッシュボードフィルタ：選択に基づいてダッシュボード内のすべてのダッシュレット

をフィルタ処理します。この例では、時間ベースのフィルタが使用されています。表示

されるフィルタは、ダッシュボードタイプによって異なります。たとえば、パフォーマ

ンスダッシュボードでは、特定のインターフェイス、デバイス、回線、または VCを選
択する必要があります。

1

メトリックダッシュレット：アラームや使用可能なデバイスなどのクイックメトリック

を提供します。

2

ダッシュボードの設定とコントロール：

•ダッシュボードアイコン：オンラインヘルプを起動したり、ダッシュボード全体を
更新したり、[ドッキング（Dock）]ウィンドウを開いたりできます。

• [ダッシュボード設定（Dashboard Settings）]メニュー：ダッシュボードタブを追加
または名前変更したり、新しいダッシュレット（標準とメトリックの両方）を追加

したり、ダッシュボードのレイアウトを調整したり、すべてのダッシュボードをデ

フォルト設定にリセットしたり、ダッシュボードをクローニングしたり（[ネット
ワークサマリー（Network Summary）]ダッシュボードにのみ適用可能）、選択した
ダッシュレットからデータをエクスポートしたりできます。

3
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標準ダッシュレット：ダッシュボードに関連する概要データを示します。4

各ダッシュレットの右上に、そのダッシュレットが使用されたときにアクティブになるアイコ

ンがあります。ダッシュレットタイプによって、使用可能なアイコンが決定されます。最も一

般的なアイコンを次の図に示します。

ダッシュレットオプションを編集します。これには、ダッシュレットタイトルの編集、

ダッシュレットの更新、またはダッシュレット更新間隔の変更が含まれます。（更新を

無効にするには、[ダッシュレットの更新（Refresh Dashlet）]をオフにします）。ダッ
シュレットに現在適用されているフィルタを表示するには、このツールアイコンの上に

カーソルを移動します。

1

ダッシュレットポップアップヘルプウィンドウ：ダッシュレットの図と説明、それを

生成するために使用されたデータソース、およびダッシュレットのコンテンツに適用可

能なフィルタを提供します。

2

ダッシュレットを更新します。3

ダッシュレットを切り離し、新しいブラウザウィンドウで表示します。別のブラウザ

ウィンドウでダッシュレットを編集する場合、変更はそのウィンドウにのみ適用され、

保存されることはありません。

4

ダッシュレットを最小化して、タイトルのみが表示されるようにします。ダッシュレッ

トが最小化されると、最大化（+）アイコンがこのツールアイコンの代わりに表示され
ます。

5

ダッシュボードからダッシュレットを削除します。[6]

ダッシュボードの追加情報については、次のトピックを参照してください。

•ダッシュボードのタイプ（8ページ）

•ダッシュボードへのダッシュレットの追加（14ページ）

•新しいダッシュボードの追加（17ページ）

[ドック（Dock）]ウィンドウのカスタマイズ

[ドック（Dock）]ウィンドウを使用すると、頻繁に使用するWeb GUIページやポップアップ
ウィンドウ（特定のデバイスの360度ビューなど）に素早く移動できます。このウィンドウで
は、最近アクセスした 15のページへのリンクと Prime Infrastructureトレーニング資料へのリ
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ンクにもアクセスできます。このウィンドウを開くには、（ページの右上の領域にある）[ドッ
ク（Dock）]アイコンをクリックします。

[ドック（Dock）]ウィンドウに表示されるリンクを更新するには、次の手順に従います。

ステップ 1 Web GUIページのリンクを [お気に入り（Favorites）]タブ（[ドック（Dock）]アイコン > > [アクセスした
リンク（Links Visited）] > [お気に入り（Favorites）]）に追加する場合：

a) 追加するWeb GUIページを開きます。
b) ページの左上の領域にある星の形をした（[お気に入り（Favorites）]）アイコンをクリックします。

ステップ 2 ポップアップウィンドウのリンクを [ドッキングアイテム（Docked Items）]領域（[ドック（Dock）]アイ
コン > [ドッキングアイテム（Docked Items）]）に追加する場合：

a) 追加するポップアップウィンドウを開き、その 360度ビューを開きます。
b) ポップアップウィンドウの右上隅にある [ドックに追加（Add to Dock）]アイコンをクリックします。

ダッシュボードのタイプ

以下のトピックでは、ネットワークをモニタするために使用できるダッシュボードについて説

明します。

Prime Infrastructureは、データソースではなく、サイトに割り当てられたエンドポイントに基
づいて、仮想ドメインのモニタリングデータをフィルタリングします。したがって、ダッシュ

ボードには、ユーザに割り当てられた仮想ドメインに関係なく、すべての仮想ドメインの情報

が表示されます。

（注）

ネットワーク概要ダッシュボードを使用したネットワーク全体の健全性の確認

ネットワーク概要ダッシュボードには、最も重要なネットワークの問題のアラートが示されま

す。ネットワーク内のすべてのデバイスとインターフェイス（コントローラや APなどのワイ
ヤレスデバイスを含む）に関するアラーム、ステータス、および使用状況に関する情報が表示

されます。このダッシュボードには、小さなネットワークトポロジダッシュレットも表示で

きます。

ダッシュボード上部のメトリックスダッシュレットに表示される情報のタイプを理解するに

は、メトリックダッシュレットにマウスカーソルを移動し、ポップアップヘルプボタン（[?]
）が表示されたら、このボタンをクリックしてダッシュレットヘルプを開きます。このページ

のその他のダッシュレットの説明については、各ダッシュレットの右上隅にあるダッシュレッ

トコントロールに表示されるポップアップヘルプボタンをクリックしてください。

ネットワーク概要ダッシュボードを開いてカスタマイズするには、次の手順に従います。
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ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboard）]> [ネットワーク概要（NetworkSummary）]を選択し、次のいずれかをク
リックします。

• [概要（Overview）]タブ：すべてのデバイスを確認します。

• [インシデント（Incidents）]タブ：syslogを含むアラームとイベントを中心に確認します。

• [クライアントの概要（Client Summary）]タブ：[クライアントの分散（Client Distribution）]、[クライ
アントカウント（Client Count）]、および [クライアントトラフィック（Client Traffic）]を確認しま
す。

デフォルトでは、クライアント概要ダッシュボードにアクセスできるのはROOTとSUPERUSER
だけです。Adminユーザおよび Configユーザがこのダッシュボードにアクセスする必要があ
る場合は、Admin/Configユーザの作成時に NBI READアクセス権限を付与する必要がありま
す。

（注）

• [サイトの概要（Site Summary）]タブ：特定サイトのすべてのデバイスを確認します。

• [ネットワークヘルス（Network Health）]タブ：一連のヘルスルールに従ってネットワークの健全性
を確認します。

ステップ 2 必要に応じてダッシュボードを調整します。ダッシュレットはダッシュボード上のさまざまな位置にドラッ
グできます。また、[設定（Settings）]メニューを使用して、新しいダッシュレットの追加やダッシュボー
ドのスタイルの変更などを行うことができます。ダッシュボードにダッシュレットを追加するには、事前

定義のダッシュレットをダッシュボードに追加する（14ページ）を参照してください。

ステップ 3 フィルタの [タイムフレーム（Time Frame）]ドロップダウンリストから表示するタイムフレームを選択
し、[適用（Apply）]をクリックします。選択されたタイムフレームは、すべてのダッシュレットで更新
されます。

特定のダッシュレットのタイムフレームを変更するには、[ズーム（Zoom）]オプションで必要な
タイムフレームをクリックします。グローバルタイムフレームにリセットするには、[設定
（Settings）]> [ダッシュボードの管理（ManageDashboards）]> [ダッシュレットのタイムフィル
タのリセット（Reset Dashlet Time Filters）]を選択します。このリセットオプションは、[ネット
ワーク概要ダッシュボード（Network Summary Dashboard）]ページで利用可能なすべてのタブに
適用されます。

（注）

概要ダッシュボードを使用したすべてのデバイスまたはすべてのインターフェイスのヘ

ルスの確認

概要ダッシュボードは、ネットワークデバイス、インターフェイス、クライアント、およびア

プリケーションのすべてのヘルスについて、要約および集約したデータを、それらの可用性、

ステータス、使用率、およびアラームと、それらに影響を及ぼすイベントを含めて提供するこ

とで、ネットワークのヘルスを維持するのに役立ちます。
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ダッシュボード上部のメトリックスダッシュレットに表示される情報のタイプを理解するに

は、メトリックダッシュレットにマウスカーソルを移動し、ポップアップヘルプボタン（[?]
）が表示されたら、このボタンをクリックしてダッシュレットヘルプを開きます。このページ

のその他のダッシュレットの説明については、各ダッシュレットの右上隅にあるダッシュレッ

トコントロールに表示されるポップアップヘルプボタンをクリックしてください。

概要ダッシュボードを開いてカスタマイズするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboard）] > [概要（Summary）]を選択し、次のいずれかをクリックします。

•デバイスが到達可能なカバレッジ領域やCPUおよびメモリの上位ユーザを含め、すべてのデバイスお
よびインターフェイスのヘルスを確認するには、[一般（General）]タブをクリックします。

•ほとんどのアラームの発生元のサイト、デバイス到達可能性、アラームのタイプ、および syslogの詳
細など、アラームとイベントに注目する場合は、[インシデント（Incidents）]タブをクリックします。

•ネットワーククライアントのヘルスに注目する場合は、[クライアント（Client）]タブをクリックしま
す。このタブは、トラブルシューティングツール、有線およびワイヤレスクライアントの分布グラフ

および速度グラフ、クライアントポスチャなど、クライアント指向のさまざまなダッシュレットをホ

ストしています。

•デバイスの可用性、CPUおよびメモリの使用状況、および温度の問題を確認するには、[ネットワーク
デバイス（Network Devices）]タブをクリックします。

•インターフェイスの可用性、ステータス、CPUおよびメモリの使用状況、ならびにエラーや破棄を最
も多く発生させているインターフェイスを確認するには、[ネットワークインターフェイス（Network
Interfaces）]タブをクリックします。

•識別されたネットワークサービスとアプリケーション、サーバ、ならびにそれらをサポートする
NetFlow監視リソース、ならびにそれらを消費するクライアントに関して確認するには、[Service
Assurance（サービス保証）]タブをクリックします。

ステップ 2 必要に応じて、ダッシュボードを調整します。ダッシュレットはダッシュボードのさまざまな場所にドラッ
グすることができます。または、[設定（Settings）]メニューを使用して、新しいダッシュレットを追加し
たり、ダッシュボードスタイルを変更したりできます。ダッシュレットを追加するには、事前定義のダッ

シュレットをダッシュボードに追加する（14ページ）を参照してください。

ステップ 3 フィルタの [タイムフレーム（Time Frame）]ドロップダウンリストから表示するタイムフレームを選択
し、[適用（Apply）]をクリックします。

ワイヤレスダッシュボードを使用したワイヤレスネットワークのヘルスの確認

ワイヤレスダッシュボードは、ネットワークセキュリティステータスおよび攻撃、メッシュ

ネットワークの効率性、電波品質、干渉などに関する集約されたデータを提供することで、ワ

イヤレスネットワークのヘルスを維持するのに役立ちます。

ダッシュボード上部のメトリックスダッシュレットに表示される情報のタイプを理解するに

は、メトリックダッシュレットにマウスカーソルを移動し、ポップアップヘルプボタン（[?]
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）が表示されたら、このボタンをクリックしてダッシュレットヘルプを開きます。このページ

のその他のダッシュレットの説明については、各ダッシュレットの右上隅にあるダッシュレッ

トコントロールに表示されるポップアップヘルプボタンをクリックしてください。

ワイヤレスダッシュボードを開いてカスタマイズするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboard）] > [ワイヤレス（Wireless）]を選択し、次のいずれかをクリックします。

•上位のセキュリティ問題、すべてのタイプにおいて検出された不正、CleanAirセキュリティ、不正の
抑制、およびシスコの適応型ワイヤレス侵入防御（wIPS）データを確認するには、[セキュリティ
（Security）]タブをクリックします。

•メッシュネットワークのアラーム、SNRが最も悪いリンク、ノードホップおよびパケットエラーの
数に注目するには、[メッシュ（Mesh）]タブをクリックします。

•インターフェイスの総数および最も劣悪なインターフェイス、CAS干渉通知、および一般的な電波品
質など、非 802.11インターフェイスソースに注目する場合は、[CleanAir]タブをクリックします。

• MSE追跡カウント、ロケーション支援クライアントトラブルシューティング、および検出された不正
要素など、モビリティサービスエンジンでサポートされている Cisco Context-Aware Mobilityのデータ
に注目するには、[ContextAware]タブをクリックします。

ステップ 2 必要に応じて、ダッシュボードを調整します。ダッシュレットはダッシュボードのさまざまな場所にドラッ
グすることができます。または、[設定（Settings）]メニューを使用して、新しいダッシュレットを追加し
たり、ダッシュボードスタイルを変更したりできます。ダッシュレットを追加するには、事前定義のダッ

シュレットをダッシュボードに追加する（14ページ）を参照してください。

ステップ 3 フィルタの [タイムフレーム（Time Frame）]ドロップダウンリストから表示するタイムフレームを選択
し、[適用（Apply）]をクリックします。

[パフォーマンス（Performance）]ダッシュボードを使用して、特定のデバイスまたはイ
ンターフェイスのパフォーマンスをチェックする

[パフォーマンス（Performance）]ダッシュボードに自分が興味のある情報が表示されない場合
は、独自のカスタマイズされたダッシュレットを作成できます。詳細については、[デバイス
トレンド（Device Trends）]ダッシュボードへのカスタマイズ済みダッシュレットの追加（15
ページ）を参照してください。
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表 4 :パフォーマンスダッシュボード

内容：ダッシュボード

タブ

•指定されたタイムラインのデバイス可用性

•デバイス CPUごとの CPU使用率

•メモリ使用率

•ポートカウントと動作上アップまたはダウンになっているポート

•デバイスのアラームとイベント

•デバイスの温度

デバイス

•インターフェイスのプロパティ（IfTypeや IfIndexなど）

•指定されたタイムラインのインターフェイス可用性

•インターフェイスの CPU使用率とメモリ使用率

• Tx使用率と Rx使用率、およびパケットのエラーと破棄

• QoSクラスマップ統計情報

インターフェイ

ス（Interface）

•クライアントトラフィック、最もアラーム数の多いデバイス、上位 N
個のアプリケーション、およびデバイス到達可能性ステータス

•特定のアクセスポイントの場合：

•アクセスポイントの詳細
•上位のクライアントとアプリケーション
•チャネル使用率
•クライアント数

•特定のアプリケーションの場合：

•上位のクライアントとサーバ
•アプリケーショントラフィック分析グラフ
•アプリケーションサーバのパフォーマンス
•時系列の上位インターフェイス

サイト、アクセ

スポイント、

アプリケーショ

ンなど

[パフォーマンス（Performance）]ダッシュボードを開いてカスタマイズするには、次の手順を
使用します。

ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboards）] > [パフォーマンス（Performance）]を選択してから、次のいずれかを実
行します。
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•特定のデバイスをチェックするには、[デバイス（Devices）]タブをクリックしてから、フィルタの [デ
バイス（Device）]ドロップダウンリストからデバイスを選択します。

•特定のインターフェイスをチェックするには、[インターフェイス（Interfaces）]タブをクリックして
から、フィルタの [インターフェイス（Interface）]ドロップダウンリストをクリックし、チェックす
るインターフェイスに移動します。

ステップ 2 必要に応じて、ダッシュボードを調整します。ダッシュレットはダッシュボードのさまざまな場所にドラッ
グすることができます。または、[設定（Settings）]メニューを使用して、新しいダッシュレットを追加し
たり、ダッシュボードスタイルを変更したりできます。ダッシュレットを追加するには、ダッシュボード

へのダッシュレットの追加（14ページ）を参照してください。

ステップ 3 フィルタの [タイムフレーム（Time Frame）]ドロップダウンリストから表示するタイムフレームを選択
してから、[実行（Go）]をクリックします。

データセンターダッシュボードを使用したコンピューティングリソースのヘルスの確

認

データセンターダッシュボードを使用して、データセンターの仮想マシンおよびホスト関する

集約された詳細な情報とそれらの使用率に取得します。

データセンターダッシュボードを開いてカスタマイズするには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. [ダッシュボード（Dashboards）] > [データセンター（Data Center）]を選択してから、次
のいずれかを実行します。

2. 必要に応じて、ダッシュボードを調整します。ダッシュレットはダッシュボードのさまざ

まな場所にドラッグすることができます。または、[設定（Settings）]メニューを使用し
て、新しいダッシュレットを追加したり、ダッシュボードスタイルを変更したりできま

す。ダッシュレットを追加するには、ダッシュボードへのダッシュレットの追加（14ペー
ジ）を参照してください。

手順の詳細

ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboards）] > [データセンター（Data Center）]を選択してから、次のいずれかを実
行します。

•仮想マシンとそれらのリソースの使用状況については、[コンピューティング（Compute）]タブを選択
し、[フィルタ（Filters）]で [データセンター（Data Center）]ドロップダウンリストからデータセン
ターを選択して [実行（Go）]をクリックします。

ホスト CPUの使用状況のパフォーマンスの場合：[ホスト（Host）]タブをクリックし、[フィルタ
（Filter）]で [ホスト（Host）]ドロップダウンリストからホストを選択して [実行（Go）]をクリック
します。
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ステップ 2 必要に応じて、ダッシュボードを調整します。ダッシュレットはダッシュボードのさまざまな場所にドラッ
グすることができます。または、[設定（Settings）]メニューを使用して、新しいダッシュレットを追加し
たり、ダッシュボードスタイルを変更したりできます。ダッシュレットを追加するには、ダッシュボード

へのダッシュレットの追加（14ページ）を参照してください。

ダッシュボードへのダッシュレットの追加

• Prime Infrastructureで提供される事前パッケージダッシュレット：ダッシュレットの一部
はデフォルトでダッシュボードに表示されます。他のダッシュレットは、[設定（Settings）]
メニューにリストされ、必要に応じて追加できます。これらのダッシュレットにより、モ

ニタする可能性の高い情報が提供されます（たとえば、デバイスのCPU使用率、インター
フェイスのエラーと破棄、トラフィック統計情報）。事前定義のダッシュレットをダッ

シュボードに追加する（14ページ）を参照してください。

•デバイスのパフォーマンスをモニタするために作成するカスタムダッシュレット：これら
のダッシュレットタイプは、[デバイスの傾向（Device Trends）]ダッシュボードにのみ追
加できます。「[デバイストレンド（Device Trends）]ダッシュボードへのカスタマイズ済
みダッシュレットの追加」を参照してください。

事前定義のダッシュレットをダッシュボードに追加する

Prime Infrastructureは、一般的に必要なネットワークデータを提供する、事前定義のダッシュ
レットのセットを提供します。デフォルトで、これらのダッシュレットのサブセットがすでに

ダッシュボードに含まれているため、すぐに使い始めることができます。これらの事前定義の

ダッシュレットとは別のダッシュレットをダッシュボードに追加するには、次の手順を実行し

ます。

ダッシュレットを編集または削除するには、その右上にある該当するアイコンをクリックしま

す（「ダッシュボードの使用方法」を参照）。

（注）

ステップ 1 サイドバーメニューで、[ダッシュボード（Dashboard）]を選択してから、ダッシュレットを追加するダッ
シュボードを選択します。

たとえば、[デバイスメモリ使用率（Device Memory Utilization）]ダッシュレットを [デバイストレンド
（Device Trends）]ダッシュボードに追加するには、[ダッシュボード（Dashboard）] > [デバイストレンド
（Device Trends）] > [デバイス（Device）]を選択します。

ステップ 2 追加するダッシュレットを特定して追加します。

a) ダッシュボードの右上で、[設定（Settings）]をクリックしてから、[ダッシュレットを追加（Add
Dashlets）]を選択します。 Prime Infrastructureが、そのダッシュボードに追加可能なダッシュレットを
一覧表示します。
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b) 特定のダッシュレットの概要を示すポップアップウィンドウを開くには、そのダッシュレットの名前
の左側にカーソルを移動します。次の図に示すように、ポップアップウィンドウには、ダッシュレッ

トが提供するデータのソースと、ダッシュレットに適用可能なフィルタも表示されます。

c) [追加（Add）]をクリックして、選択したダッシュレットをダッシュボードに追加します。

ステップ 3 ダッシュレットにデータが入力されていることを確認します。

そうでない場合は、必要なモニタリングポリシーが有効になっているかどうかをチェックします（デバイ

スヘルスモニタリングポリシーだけがデフォルトで有効になります。これは、デバイス可用性、CPUと
メモリプールの使用率、および環境温度をチェックします）。

a) ダッシュレットの右上で、その [?]（[ヘルプ（Help）]）アイコンをクリックして、ダッシュレットの
ポップアップウィンドウを開きます。

b) [データソース（Data Sources）]領域に表示された情報をチェックします。モニタリングポリシーが表
示された場合は、そのポリシーがアクティブになっているかどうかをチェックします。PrimeInfrastructure
によるモニタリング対象のチェックを参照してください。

[デバイストレンド（DeviceTrends）]ダッシュボードへのカスタマイズ済みダッシュレッ
トの追加

[デバイストレンド（Device Trends）]ダッシュボード内に、必要なデバイスパフォーマンス
情報を提供するダッシュレットがない場合、カスタマイズしたテンプレートを使用するダッ

シュレットを追加して、デバイスに対してSNMPMIB属性をポーリングすることができます。
このようなダッシュレットをダッシュボードに追加するには、次の手順に従います。

始める前に

使用可能なモニタリングポリシーを調べて、必要な情報を収集するポリシーを判断します。

ダッシュレットの作成時にポリシーを指定する必要があります。ニーズを満たすポリシーがな

い場合は、新しいパラメータをポーリングするポリシーを作成できます。サポートされないパ

ラメータとサードパーティデバイスを対象としたモニタリングポリシーの作成を参照してく

ださい。
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ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboard）] > [デバイストレンド（Device Trends）] > [デバイス（Device）]の順に選
択します。

ステップ 2 ダッシュボードの右上隅にある [設定（Settings）]をクリックし、[ダッシュレットの追加（AddDashlets）]
を選択します。

ステップ 3 [デバイスダッシュレット（Device Dashlets）]リストを展開します。

ステップ 4 [汎用ダッシュレット（Generic Dashlet）]を見つけて、[追加（Add）]をクリックします。

Prime Infrastructureにより、空白の汎用ダッシュレットが [デバイストレンド（Device Trends）]ダッシュ
ボードに追加されます。

ステップ 5 必要に応じて新しいダッシュレットを設定します。

少なくとも、次の設定を行う必要があります。

• [ダッシュレットタイトル（Dashlet Title）]フィールドに、わかりやすいタイトルを入力します。

•ダッシュボード内のすべてのダッシュレットに時間フィルタを適用しない場合は、[ダッシュボードの
時間フィルタをオーバーライドする（Override Dashboard Time Filter）]チェックボックスをオンにしま
す。

• [タイプ（Type）]ドロップダウンリストで、ダッシュレットのデータを表または線グラフのどちらで
表示するかを選択します。（どちらを選択するかに関わらず、Prime Infrastructureでは、ダッシュレッ
トの下部に、表示形式を変更するためのトグルが表示されます）。

• [ポリシー名（Policy Name）]ドロップダウンリストから、このダッシュレットのデータを収集するモ
ニタリングポリシーを選択します。

ステップ 6 [保存して閉じる（Save and Close）]をクリックします。

Cisco Prime Infrastructureの概要
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新しいダッシュボードの追加

新しいダッシュボードを作成するには、次の手順を実行します。新しいダッシュボードは、

ダッシュボードのタイプ（8ページ）にリストされているダッシュボードの 1つに、新しい
タブとして表示されます。

ステップ 1 関連する既存のダッシュボードを開きます。

たとえば、[パフォーマンス（Performance）]ダッシュボードに新しいタブを作成するには、[ダッシュボー
ド（Dashboard）] > [パフォーマンス（Performance）]にあるいずれかのタブをクリックします。

ステップ 2 [+]（[新しいダッシュボードの追加（Add New Dashboard）]）タブをクリックします。

[設定（Settings）]メニューが開きます。

ステップ 3 新しいダッシュボードの名前を入力し、[適用（Apply）]をクリックします。

ステップ 4 新しいダッシュボードタブをクリックし、事前定義のダッシュレットをダッシュボードに追加する（14
ページ）の説明に従ってダッシュレットを追加します。

ダッシュレットデータの CSVまたは PDFファイルへのエクスポート
パフォーマンスダッシュボード内のさまざまなコンポーネントのダッシュレットデータをCSV
または PDFファイルにエクスポートできます。ダッシュレットデータをエクスポートするに
は、次の手順を実行します。

ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboards）] > [パフォーマンス（Performance）]を選択します。

ステップ 2 パフォーマンスダッシュボードのダッシュボードを選択し、利用可能なダッシュレットを表示します。

ステップ 3 ダッシュレットデータをエクスポートするには、右上隅の [すべてをエクスポート（ExportAll）]をクリッ
クします。[エクスポート（Export）]ダイアログボックスには、ファイル形式およびダッシュレットが表
示されます。

ダッシュレットが空の場合、[エクスポートできるコンテンツがありません（NoexportableContent）]
というポップアップメッセージが表示されます。

（注）

ステップ 4 エクスポートするファイル形式（CSVまたは PDF）を選択します。

PDF形式を選択する場合は、テーブル、グラフ、またはその両方を選択できます。（注）

ステップ 5 すべてのダッシュレットまたは必要なダッシュレットを選択し、[エクスポート（Export）]をクリックしま
す。

Cisco Prime Infrastructureの概要
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次のダッシュレットでは、[すべてをエクスポート（Export All）]機能はサポートされていませ
ん。

•デバイスの到達可能性ステータス

•トップ Nのアラームタイプ（Top N Alarm Types）

•アラーム数トップ Nのデバイス（Top N Devices with Most Alarms）

•トップ Nのイベント（Top N Events）

•トップ Nの Syslog送信者（Top N Syslog Sender）

•デバイスポートの概要

•インターフェイスの詳細（Interface Details）

（注）

ダッシュボードを使用したネットワークヘルスのトラブ

ルシューティング
Prime Infrastructureで [ダッシュボード（Dashboard）] > [ネットワークサマリー（Network
Summary）] > [ネットワークヘルス（Network Health）]を選択すると、ネットワークおよび
サイトのヘルスを簡単に確認できます。ロケーショングループを作成して、このロケーション

にデバイスを追加する必要があります。Prime Infrastructureにすべてのサイトの全体的なヘル
スを示すマップが表示されます。[ネットワークヘルス（Network Health）]ページでは、有線
と無線のデバイス間で表示を切り替えることができます。デフォルトでは、ロケーショング

ループごとにロケーションと最大 500個のAPがすべて表示されます。[有線（Wired）]ビュー
を選択した場合、[ネットワークヘルス（Network Health）]ページには、WANインターフェイ
スの使用率の詳細と、すべてのロケーションの有線デバイスの全体的なヘルスステータスを示

すマップが表示されます。[ワイヤレス（Wireless）]ビューを選択した場合、[ネットワークヘ
ルス（NetworkHealth）]ページには、ワイヤレスクライアント数の詳細と、すべてのサイトの
ワイヤレスデバイスの全体的なヘルスステータスを示すマップが表示されます。[ワイヤレス
（Wireless）]ビューで、[エグゼクティブビュー（Executive View）]展開アイコンをクリック
して、クライアント、アクセスポイント、環境（CleanAir）、およびアプリケーションのダッ
シュボードのいずれかを選択します。[ネットワークヘルス（Network Health）]ページに、選
択したダッシュボードに対応するダッシュレットが表示されます。設定アイコンをクリックす

ると、ダッシュレットをさらに追加できます。ダッシュボードをクロス起動するには、[その
他（more）]をクリックします。

関連トピック

ヘルスルールの定義（19ページ）
ネットワークヘルスマップ機能（20ページ）
ネットワークヘルスの概要（21ページ）
QoSおよびインターフェイスの設定の定義（19ページ）
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QoSメトリック（23ページ）
トラフィックカンバセーション（24ページ）
ロケーショングループの作成

ヘルスルールの定義

サイトのルールおよびしきい値を指定できます。指定したルールに応じて、[ダッシュボード
（Dashboard）]> [ネットワークの概要（NetworkSummary）]> [ネットワークヘルス（Network
Health）]に表示される通知が決定されます。

ステップ 1 [サービス（Services）] > [アプリケーションの可視性と制御（Application Visibility & Control）] > [ヘルス
ルール（Health Rule）]の順に選択します。ヘルスルールを指定できる 3つのタブがあります。

• [サービスヘルス（Service Health）]：ジッター、MOSスコア、ネットワーク時間、パケット損失、ト
ラフィックレートなど、サービスのヘルスルールを定義します。

• [インフラストラクチャヘルス（InfrastructureHealth）]：CPU使用率、メモリロス使用率、環境温度な
ど、有線デバイスのヘルスルールを定義します。

• [ワイヤレスヘルス（WirelessHealth）]：クライアントカバレッジ、クライアントオンボーディング、
クライアント数、CPU使用率、メモリ使用率など、ワイヤレスデバイスのヘルスルールを定義しま
す。

ステップ 2 新しいヘルスルールを追加するには、[+]アイコンをクリックし、ロケーション、メトリック、およびし
きい値を指定します。新しいインフラストラクチャヘルスおよびワイヤレスヘルスルールのみを追加で

きます。

ステップ 3 既存のヘルスルールを編集するには、変更するヘルスルールを選択し、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 ヘルスルールの詳細を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

入力した値は、ヘルスルールが適用されるロケーショングループ内にあるすべてのデバイスおよびイン

ターフェイスに適用されます。

関連トピック

ネットワークヘルスマップ機能（20ページ）
ネットワークヘルスの概要（21ページ）
ロケーショングループの作成

QoSおよびインターフェイスの設定の定義
ヘルスページでは、[ネットワークヘルス（Network Health）]ページでのヘルススコアの計算
から QoS、管理上のダウンインターフェイス、CPU、およびメモリインスタンスを除外でき
ます。
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ステップ 1 [サービス（Services）] > [アプリケーションの可視性と制御（Application Visibility & Control）] > [ヘルス
ルール（Health Rule）]の順に選択します。

または、[ネットワークヘルス（Network Health）]ページで [ヘルスルールの起動（Launch Health Rules）]
リンクをクリックします。

ステップ 2 [インフラストラクチャヘルス（Infrastructure Health）]タブをクリックします。

ステップ 3 [詳細設定（Advanced Settings）]ボタンをクリックします。[QoS/設定（QoS/Settings）]タブおよび [CPU/メ
モリインスタンス（CPU/Memory Instance）]タブで、ヘルススコアの計算から除外するチェックボックス
をオンにします。デフォルトでは、[Scavengerの除外（ExcludeScavenger）]チェックボックスおよび [管理
上のダウンインターフェイスの除外（ExcludeAdminDown Interface）]チェックボックスがオンになってお
り、ヘルススコアの計算で考慮されなくなっています。これらを含める場合はオフにします。

ステップ 4 [保存して閉じる（Save and Close）]をクリックします。変更は、次回のジョブ実行時に適用されます。

ネットワークヘルスマップ機能
[ダッシュボード（Dashboard）]> [ネットワークサマリー（NetworkSummary）]> [ネットワー
クヘルス（NetworkHealth）]を選択すると、以前に追加した地理的属性を持つすべてのロケー
ショングループがマップに表示されます。デフォルトでは、ロケーショングループごとに最

大 500個の APが表示されます。

ロケーショングループは、ロケーション全体のヘルスに応じて色分けされます。

•赤：ロケーションに重大な問題があることを示しています。
•黄色：ロケーションに警告があることを示しています。
•緑：エラーおよび警告がないことを示しています。
•灰色：ロケーションにデバイスまたはデータがないことを示しています。

正常性を示す色に加えて、アイコンは次のようになります。

•実線：親サイトを示します。つまり、このサイトに関連付けられた子ロケーションがあり
ます。

•破線：このロケーションに関連付けられた子がないことを示します。

マップの任意のロケーション上にマウスを移動すると、このロケーションのサイトとエラーお

よび警告をデバイスタイプ別に示すポップアップウィンドウが表示されます。

サイト名をクリックすると、サイトの拡大マップが表示されます。

関連トピック

ヘルスルールの定義（19ページ）
ネットワークヘルス表示オプション（21ページ）
ネットワークヘルスの概要（21ページ）
ロケーショングループの作成
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ネットワークヘルス表示オプション
[ダッシュボード（Dashboard）]> [ネットワークサマリー（NetworkSummary）]> [ネットワー
クヘルス（Network Health）]を選択すると、次の図に示すように、ページの右側に表示オプ
ションが表示されます。

表 5 :ネットワークヘルスの表示

フィルタオプション。選択したオプションによって、マップおよび [ヘルスの概要（Health
Summary）]ペインに表示される内容が変わります。すべてのフィルタを削除するには、
[クリア（Clear）] > [選択項目（Selection）]をクリックします。

1

タイムフレーム。デフォルトでは、過去6時間の情報が [サイトの可視性（SiteVisibility）]
マップおよび [ヘルスの概要（Health Summary）]ペインに表示されます。

2

左側のペインにマップが表示されます。3

[ヘルスインデックス（Health Index）]ビューにネットワークヘルスの概要が表示されま
す。

4

表形式でネットワークヘルスの概要が表示されます。5

右側の [ヘルスの概要（Health Summary）]ペインの表示と非表示を切り替えます。[6]

関連トピック

ヘルスルールの定義（19ページ）
ネットワークヘルスマップ機能（20ページ）
ネットワークヘルスの概要（21ページ）
ロケーショングループの作成

ネットワークヘルスの概要

[ヘルスの概要（Health Summary）]ペインには、すべてのロケーション上のすべてのデバイス
のエラーおよびしきい値違反が表示されます。Prime Infrastructureは、デバイスやサービスの
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ヘルスデータを、15分ごとにサイトの概要情報として集約します。[有線（Wired）]タブをク
リックすると、ルータ、スイッチ、およびサービスヘルスの詳細のヘルスの概要が表示されま

す。[有線（Wired）]の [ヘルスの概要（Health Summary）]ペインに表示されたサイトまたは
デバイスをクリックすると、詳細が表示されます。

[ルータ（Router）]：CPU、メモリ、温度などのサイト/デバイスワイズルータステータスが
表示されます。

[スイッチ（Switch）]：CPU、メモリ、温度などのサイト/デバイスワイズスイッチステータ
スが表示されます。

[サービスヘルス（Service Health）]：サービスヘルスに関連するエラーまたは警告が発生する
領域が表示されます。

[エグゼクティブ表示（Executive View）]

• [ネットワークデバイス（Network Devices）]：上位 Nの CPU使用率、上位 Nのメモリ使
用率などのネットワークデバイスに関連するダッシュレットが表示されます。

• [ネットワークインターフェイス（Network Interfaces）]：上位 Nのインターフェイス使用
率 Tx、上位 Nのインターフェイス使用率 Rxなどのネットワークインターフェイスに関
連するダッシュレットが表示されます。

• [アプリケーション（Applications）]：有線デバイスデータでフィルタリングされたアプリ
ケーションに関連するダッシュレットが表示されます。

[ワイヤレス（Wireless）]タブをクリックすると、アクセスポイント、コントローラ、クライ
アント %、サービスヘルスの詳細が表示されます。[ワイヤレス（Wireless）]の [ヘルスの概
要（Health Summary）]ペインに表示されたサイトまたはデバイスをクリックすると、詳細が
表示されます。

[アクセスポイント（Access Point）]：クライアント数、可用性、カバレッジの問題、オンボー
ディングの問題など、アクセスポイントのヘルスメトリックが表示されます。サイトステー

タスに影響しない他のメトリックは、一般的なヘルスメトリックでグループ化されます。

[コントローラ（Controller）]：CPUとメモリに関連する問題が表示されます。

[クライアント（%）（Client (%)）]：カバレッジ、オンボーディングの問題などがあるクライ
アントが表示されます。

ネットワークヘルスダッシュボードのクライアントデータ（カバレッジとオンボーディング）

はWLC 8.6以降のバージョンでサポートされます。
（注）

サイト名の横にある設定アイコンをクリックすると、サイトのヘルスルール設定を編集できま

す。変更されたヘルスルール設定は、[ヘルスルール（Health Rules）]ページで自動的に更新
されます。サイトにヘルスルールが割り当てられていない場合、そのサイトに表示されるヘル

スルールは親サイトのヘルスルールを表します。

[エグゼクティブ表示（Executive View）]
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• [クライアント（Client）]：クライアントカバレッジ、クライアントのオンボーディング
の問題などがあるダッシュレットが表示されます。

• [アクセスポイント（Access Point）]：オンボーディングの問題、カバレッジの問題などの
ある上位 Nの APに関連するダッシュレットが表示されます。

• [電波品質（AirQuality）]：平均電波品質、最も深刻な干渉、干渉数など、電波品質に関連
するダッシュレットが表示されます。

• [アプリケーション（Applications）]：有線デバイスデータでフィルタリングされたアプリ
ケーションに関連するダッシュレットが表示されます。

[詳細（More）]をクリックすると、特定のダッシュボードが並列起動されます。（注）

[マップビュー（Map view）]：サイト名をクリックすると、そのサイトのマップが拡大され、
詳細情報が表示されます。マップビュー設定を変更するには、[ヘルスルールの起動（Launch
Health Rules）]の横の右上にある設定アイコンをクリックします。

デフォルトでは、マップビューは [エグゼクティブ表示（Executive View）]内に含まれていま
す。

（注）

関連トピック

ヘルスルールの定義（19ページ）
ネットワークヘルスマップ機能（20ページ）
ロケーショングループの作成

QoSメトリック
[ネットワークヘルス（Network Health）]ページには、ルータおよびスイッチの QoSメトリッ
クが表示されます。ヒートマップの QoSハイパーリンク、[ヘルスの概要（Health Summary）]
ビュー、[ヘルスインデックス（Health index）]ビュー、および [テーブル（Table）]ビューを
クリックして、[ネットワークヘルス（Network Health）]ページでルータ、スイッチ、および
インターフェイスの [QoS]タブを起動できます。ルータとスイッチのヒートマップには、イン
ターフェイスレベルごとに集約された QoSデータと、各インターフェイスのすべての QoSク
ラスおよびすべての方向の dropOctetsRateの平均値が表示されます。
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[ネットワークヘルス（Network Health）]ページの [QoS]タブをクリックすると、選択したイ
ンターフェイスのクラスマップごとのデータがより詳細に表示されます。[QoS]タブには、次
の詳細が表示されます。

• QoSクラスマップの統計情報
•上位の QoSクラスマップ統計情報の傾向
•時系列の QoSドロップオクテット率

[QoS]タブには、特定のインターフェイスのクラスマップごとに詳細が表示されます。

トラフィックカンバセーション

ヒートマップのトラフィックハイパーリンクまたは下の図に示すように [会話（Conversations）]
ハイパーリンクをクリックして、[ネットワークヘルス（Network Health）]ページの [会話
（Conversation）]タブを起動できます。
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[会話（Conversation）]タブには、次の詳細が表示されます。

• [Netflow別上位Nのインターフェイス（Top N Interface By Netflow）]チャート
• [上位Nのその他のサイト（Top N Other Sites）]グラフ
• [リアルタイムカンバセーション（Real Time Conversation）]テーブル

[リアルタイムカンバセーション（Real Time Conversation）]テーブルには、グローバルフィル
タ（[サイト（Site）]、[アプリケーションデータソース（ApplicationData Source）]、および [時
間（Time）]フィルタ）に基づくカンバセーションが表示されます。特定のサイトまたはイン
ターフェイスのリアルタイムカンバセーションを表示する場合は、[上位Nのその他のサイト
（Top N Other Sites）]グラフ内のサイトまたは [Netflow別上位Nのインターフェイス（Top N
Interface By Netflow）]チャート内のインターフェイスをクリックします。[リアルタイムカン
バセーション（Real Time Conversation）]テーブルでは最大 4000のレコードを表示でき、レ
コードは 1分ごとに自動的に更新されます。
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別の仮想ドメインで作業する
仮想ドメインは、デバイスの論理的なグループであり、特定のサイトやデバイスへのアクセス

を制御するために使用されます。仮想ドメインは、物理サイト、デバイスタイプ、ユーザコ

ミュニティ、または管理者が選択するあらゆる指定項目に基づいて設定できます。すべてのデ

バイスはROOT-DOMAINに属します。ROOT-DOMAINはすべての新しい仮想ドメインの親ド
メインです。仮想ドメインの詳細については、『Cisco Prime Infrastructure AdministratorGuide』
の「Create Virtual Domains to Control User Access」を参照してください。

複数の仮想ドメインへのアクセスが許可されている場合は、次の手順に従って別のドメインに

切り替えることができます。

ステップ 1 タイトルバーの右側にある をクリックします。

ステップ 2 [仮想ドメイン：現在のドメイン（Virtual Domain: current-domain）]を選択します。

ステップ 3 [仮想ドメイン（Virtual Domain）]ドロップダウンリストで別のドメインを選択します。

Prime Infrastructureによって作業ドメインがただちに変更されます。

ジョブダッシュボードを使用したジョブの管理
適切なユーザアカウント権限が付与されている場合は、ジョブダッシュボードを使用して

Prime Infrastructureジョブを管理できます。ジョブダッシュボードを表示するには、[管理
（Administration）] > [ダッシュボード（Dashboards）] > [ジョブダッシュボード（Job
Dashboard）]の順に選択します。ここでは、ジョブが正常に完了したか、部分的に成功した
か、または失敗したかを確認できます。

実行中のジョブの数が多すぎると、 Prime Infrastructureではリソースが使用可能になるまで他
のジョブがキューに入れられます。これが原因で、スケジュールされているジョブがその通常

の開始時刻を超えて遅延されると、そのジョブは実行されません。このジョブは手動で実行す

る必要があります。

一部のジョブでは承認が必要です。この場合は、 Prime Infrastructureから、管理者権限が付与
されているユーザに対し、ジョブがスケジュールされており承認が必要であることを通知する

メールが送信されます。ジョブの承認後にジョブが実行されます。

次の表に、ジョブダッシュボードに表示されるボタンの説明を示します。

表 6 :ジョブダッシュボードのボタン

説明ボタン

ジョブダッシュボードからジョブを削除します。[ジョブの削除
（Delete Job）]
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説明ボタン

選択したジョブの設定を編集します。[ジョブの編集
（Edit Job）]

シリーズのスケジュールを表示し、編集できるようにします（開始時刻、

間隔、終了時刻）。

スケジュールの

編集

選択したジョブの新しいインスタンスを実行します。このボタンは、部分

的に成功したジョブまたは失敗したジョブを再実行する場合に使用します。

ジョブは、失敗したコンポーネントまたは部分的に成功したコンポーネン

トに対してのみ実行されます。

実行（Run）

現在実行中のジョブを停止します。ただしこのジョブは後で再実行できま

す。すべてのジョブを中断することはできません。これに該当する場合、

Prime Infrastructureがそのこのことを示します。

[中断（Abort）]

現在実行中のジョブを停止し、このジョブを再実行できないようにします。

ジョブがシリーズの一部の場合、今後の実行には影響しません。

[シリーズをキャ
ンセル（Cancel
Series）]

スケジュールされているジョブシリーズを一時停止します。シリーズを一

時停止にすると、（[実行（Run）]を使用して）そのシリーズのインスタン
スを実行することはできません。

[シリーズの一時
停止（Pause
Series）]

一時停止になっていたスケジュール済みジョブシリーズを再開します。[シリーズの再開
（Resume
Series）]

[ジョブの削除（Delete Job）]、[中断（Abort）]、および [シリーズをキャンセル（CancelSeries）]
ボタンは、システムジョブとポーラージョブの場合は使用できません。

（注）

ジョブの詳細を表示するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ダッシュボード（Dashboards）] > [ジョブダッシュボード（JobDashboard）]
の順に選択します。

ステップ 2 [ジョブ（Jobs）]ペインで、基本的な情報（ジョブタイプ、ステータス、ジョブ期間、次回開始時刻など）
を取得するジョブシリーズを選択します。

ステップ 3 ジョブ間隔を表示するには、ジョブインスタンスのハイパーリンクをクリックします。

ジョブページ上部の [繰り返し（Recurrence）]フィールドに、ジョブの繰り返し頻度が表示されます。

ステップ 4 失敗したジョブまたは部分的に成功したジョブに関する詳細を確認するには、ジョブインスタンスのハイ
パーリンクをクリックし、結果ページに表示されるエントリを展開します。

これは特に、インベントリ関連のジョブで便利です。たとえば、ユーザがCSVファイルを使用してデバイ
スをインポートした場合（一括インポート）、ジョブは [ジョブ（Jobs）]サイドバーメニューの [ユーザ
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ジョブ（User Jobs）] > [デバイスの一括インポート（Device Bulk Import）]に表示されます。ジョブの詳
細には、正常に追加されたデバイスと、追加されなかったデバイスのリストが表示されます。

例

失敗したソフトウェアイメージインポートジョブのトラブルシューティングを行う

には、次の手順に従います。

1. [ジョブ（Jobs）]サイドバーメニューから、[ユーザジョブ（User Jobs）] > [ソフ
トウェアイメージのインポート（Software Image Import）]を選択します。

2. テーブルにある失敗したジョブを見つけ、そのハイパーリンクをクリックします。

3. ジョブの詳細がまだ展開されていない場合には展開し、このジョブに関連付けら
れているデバイスのリストと、各デバイスのイメージインポートのステータスを

表示します。

4. 特定デバイスのインポートの詳細情報を表示するには、[ステータス（Status）]列
でそのデバイスの [i]（情報）アイコンをクリックします。こうすると、[イメージ
管理ジョブの結果（ImageManagement Job Results）]ポップアップウィンドウが開
きます。

5. 各ステップとステータスを確認します。たとえば、[プロトコル SFTPを使用した
イメージの収集（Collecting imagewith Protocol: SFTP）]列に、そのデバイスでSFTP
がサポートされていないことが示されることがあります。

Cisco Prime Infrastructure機能の拡張
アドバンスユーザは、Cisco Prime Infrastructure REST APIを使用して Cisco Prime Infrastructure
機能を拡張し、管理オプションを管理できます。

このツールに関する情報を入手するには、 Prime Infrastructure Web GUIの右上にある をク

リックし、[ヘルプ（Help）] > [REST API]を選択します。『Cisco Prime Infrastructure API
Reference Guide』は Cisco.comから直接ダウンロードすることもできます。

最新のインベントリに存在をチェックマニュアル
参照してください、 シスコ総理インフラストラクチャドキュメントの概要 に付属している

マニュアルのすべてへのリンクとについて Prime Infrastructure。

マニュアルの発行後に、マニュアルをアップデートすることがあります。マニュアルのアップ

デートについては、Cisco.comで確認してください。
（注）
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